
平成 18 年 7 月 25 日 

 

各      位 

 

会 社 名  株式会社野家ﾃﾞｨｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｼｰ 

代表者名  代表取締役社長 安部 修仁 

（コード番号  9861    東証第１部） 

問合せ先  常務取締役 企画室長 池上 久 

（TEL  03－5269－5001） 

 

 

 

当社子会社（株式会社京樽）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、当社子会社である株式会社京樽（コード番号 8187、ＪＡＳＤＡ

Ｑ）が本年 2 月 17 日の通期決算発表時に公表した平成 18 年 12 月期（平成 18 年 1 月 1 日～平成

18 年 12 月 31 日）の業績予想を添付資料のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

 

以  上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



      

平成 18 年 7 月 25 日 

 

各  位 

 

 

 

 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

   

  最近の業績の動向を踏まえ、平成 18 年 2 月 17 日決算発表時に公表した平成 18 年 12 月期（平

成 18 年１月 1 日 ～ 平成 18 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成 18年 12月期中間連結業績予想の修正（平成 18年 1月 1日 ～ 平成 18年 6月 30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １６，４６９ ３３８ ３３４

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １６，３７８ ２７３ ２２８

増   減   額（Ｂ－Ａ） △９１ △６５ △１０６

増   減   率 △０．６％ △１９．２％ △３１．７％

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 12 月期）
１６，４６７ ３４５ ３１４

 

２．平成 18年 12月期個別中間業績予想の修正（平成 18年 1月 1日 ～ 平成 18年 6月 30日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １６，０４４ ３２３ ３２２

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １５，９４３ ２４７ ２０９

増   減   額（Ｂ－Ａ） △１０１ △７６ △１１３

増   減   率 △０．６％ △２３．５％ △３５．１％

（ご参考） 

前中間期実績（平成 17 年 12 月期）
１６，０３０ ３２１ ２９５

 

 

 

 

 

会 社 名 

株式会社 京  樽 

代表者名 代表取締役社長 田中 常泰

 （コード番号：８１８７） 
問合せ先 取締役管理本部長 長谷川幸夫 

 （電話 03-5847-2311） 



 ３．平成 18年 12月期連結業績予想の修正（平成 18年 1月 1日 ～ 平成 18年 12月 31日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３３，９３３ ８２６ ７７８

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３３，６０８ ７３１ ５９４

増   減   額（Ｂ－Ａ） △３２５ △９５ △１８４

増   減   率 △１．０％ △１１．５％ △２３．７％

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 
３３，５７６ ６９２ ５７３

 
４．平成 18年 12月期個別業績予想の修正（平成 18年 1月 1日 ～ 平成 18年 12月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３３，１１４ ８２６ ７８３

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３２，７９０ ７３１ ５９９

増   減   額（Ｂ－Ａ） △３２４ △９５ △１８４

増   減   率 △１．０％ △１１．５％ △２３．５％

（ご参考） 

前期実績（平成 17 年 12 月期） 
３２，７５２ ６８６ ５７２

 

５．修正の理由 
   
   当中間期におきましては、連結ベースで出店 11店舗、退店 17店舗となり、6店舗の純減とな
りました。これは、JR・私鉄各社の施設改装に伴う一時退店等、当初想定していなかった 5 店
舗の退店を含んでおります。また、鮨専門店（すし三崎丸）１店舗の設備不具合による約 2ヵ月
の想定外の休業が発生いたしました。その他、第 2四半期後半の天候不順により、郊外型レスト
ラン店舗の既存店売上が低迷いたしました。これらの要因により、売上高は当初予想より 91百
万円の減となる見込みとなりました。 
一方、利益につきましては売上高の減少の影響が大きく、経常利益では 65百万円の減、更に
今後 5 年間にわたる支払予定利息 77 百万円の圧縮と資産の効率的運用の観点から、1,650 百万
円を一括返済し、その際発生した借入金金利スワップ解約損 45百万円を特別損失に計上した結
果、当中間期純利益は 106百万円減となる見込みとなりました。 
通期におきましても上期の退店が下期に影響し、売上高は当初予想に達しないことが見込まれ

ることから、連結及び個別業績予想を修正いたしました。 
 
６．配当の見込 
  
前回予想どおり、期末における 1株あたり配当金 1,850円を予定しております。 

以 上 
（注）本業績予想は、現在入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づき作成

しております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性が

ありますので、ご承知おきください。 
 


